
会期：2026年8月14日（金） - 8月30日（土）
会場 : SAI

Group Exhibition "GOLEM"



この度 SAI では、ゲームやアニメーション、フィギュア文化など、大衆文化の中で育まれた造形言語を芸術
として問い直すアーティスト・コレクティブによる企画展「GOLEM（ゴーレム）」を 8 月 14 日（金）から 8
月 30 日（日）の期間開催いたします。GOLEM 代表・石野平四郎（いしのへいしろう）がキュレーション
を務める本展には、彫刻家、コンセプトデザイナー、原型師、3DCG アーティストなど、それぞれ異なる領
域で活動する計 8名のアーティストが参加します。

GOLEM とは、展覧会シリーズであると同時に作家たちのコミュニティであり、ひとつの運動でもあります。
2022 年に 3331 Arts Chiyoda で産声を上げて以降、「GOLEM Ph1.5」「GOLEM Ph2」と実践を重ねてき
ました。参加作家の多くは、ゲームや映像産業の第一線、あるいはワンダーフェスティバルに代表されるフィ
ギュア文化の現場で技術を磨いてきた造形作家たちです。家庭用ゲーム、トレーディングカード、特撮、ア
ニメーション。そうした視覚文化のなかで反復的に生成・流通し、世代的な身体記憶として沈殿してきた異
形のイメージは、彼らの手を経ることで、工芸でもフィギュアでもグッズでもない、しかし既存の彫刻の言葉
でも語りきれない被造物として、圧倒的な精度と質量をもって私たちの眼前に立ち現れます。

GOLEMという名は、ユダヤの伝承において額に「תמא（真理）」と刻まれることで動き出す土塊の被造物に
由来します。最初の一文字を消せば「תמ（死）」となり、崩れ落ちる。ゴーレムとは、未完成であり、常に
崩壊の可能性を抱えた仮初めの生命です。永続性を前提とする素材も、そうでない素材も含め、多様な物
質と技法を横断する作家たちの造形は、堅牢さや保存性ではなく、脆さを抱えながらなおも生きようとする
物質への賛美であり、命なき存在に宿る生命力への問いかけでもあります。応答なき物質を、いつか応えう
る他者として遇し、細部を刻み続けること。その手つきこそが、GOLEMの作家たちを貫く共通項です。

本展「GOLEM」は、これまでの活動の成果と課題を総括し、展覧会の企画理念、展示の組み立て方、発
信方法を再検討したうえで再出発を図る、コレクティブにとっての節目となる展覧会です。それは造形表現
を現代美術の文脈へ接続すること自体を目的とするものではありません。「イラスト」や「ゲーム」が芸術領
域において独自のジャンルとして定着してきた流れを踏まえ、立体造形を起点とした新たな表現の可能性を
探るものです。AI 技術の急速な進化によって創造の意味が問い直される現在、本展は身体性、物質性、思
想性を武器に、創造の根源へと正面から向き合う場となるでしょう。

なお、会期中に発行される図録には、アーティストの布施琳太郎による本展のための書き下ろし展評を収録。
GOLEM という運動に対する批評的な応答は、図録を手に取った方だけが読むことのできるもうひとつの作
品となります。効率や最適化とは異なる時間のなかで生成された被造物たち。まだ生きていないものが、い
つか何かを返してくるかもしれない。GOLEM は、その予感を造形という実践の中で問い続けます。ぜひ、
その到来に立ち会ってください。



プロフィール

植田明志

アーティスト・コレクティブ［GOLEM］のアーティスト。  
1991 年三重県生まれ。2014 年、名古屋芸術大学 アートクリエイターコース卒業。　  
ポップシュルレアリスムの系譜を基盤に、日本的な嗜好性や個人的なノスタルジアを内包した世界観を、物
語を綴るように連続的な造形作品として展開している。親密でありながらどこか異界に接続するイメージは、
記憶や憧憬、祈りといった感情の層を静かに掘り起こす。制作は、自身の中に自然に立ち上がるイメージや
感情を形にする行為として行われており、明確な意味づけや解釈を前提としない。作品は完成された物語で
はなく、心に浮かぶ風景や気配を留めた断片として現れ、観客自身の経験によって補完される余白を持つ。
2021 年の入院を経て以降は、立体造形に加え、デジタル技術や映像、出版など多様な手法を用いながら、
変化する身体感覚や環境とともに制作を続けている。  
主な個展に『祈跡 For praying』（未那美術館／北京／ 2019）、『NATIVE CHILDREN』（HOW HOUSE
／東京／ 2020）、『- 憧憬 - 星のように歌い、月の様に踊る』（北京／ 2021）、『Memory of Landscape』
（Beinart Gallery ／オーストラリア／ 2025）。主な企画展に『GOLEM』（3331 Arts Chiyoda ／東京／
2022）、『GOLEM Ph1.5』（きらめき彫刻祭／東京／ 2024）、『GOLEM Ph2』（CONTRAST ／東京／
2024）など。

Entei Ryu

アーティスト・コレクティブ［GOLEM］のビジュアル・プロダクション兼アーティスト。
2019 年、東京大学 建築学科卒業。  
現在はコジマプロダクションに所属し、ゲーム制作において世界観や造形コンセプトの根幹に関わりながら、
コンセプトデザイナーとして活動する一方、並行して作家活動を継続している。建築的思考に裏打ちされた空
間感覚と、流体や風、質量の変化を想起させる有機的な造形言語を横断させ、形態が変容し続けるような
表現を特徴とする。3DCG による造形を起点に、彫刻、ペインティング、グラフィックノベル、映像など複数
のメディアを行き来しながら、イメージが定着する直前の不安定な状態や、概念と物質のあいだに立ち現れ
る緊張を作品として提示している。商業制作の中核に身を置きながらも、作家活動においては表現の帰属を
固定せず、ファンアートと純粋な創作の境界を往還する姿勢を保っている。近年はアニメーション表現にも
関心を広げ、デジタル造形に時間性や運動を与える実践に取り組んでいる。  
主な個展に『CHIMERA』（Gallery W ／東京／ 2023）、『MERCURY』（Gallery W ／東京／ 2024）、主
な企画展に『DEATH STRANDING 2 JAPAN POPUP TOUR』（大丸／東京／ 2025）など。

石野平四郎

アーティスト・コレクティブ［GOLEM］のキュレーター兼アーティスト。  
1992 年神戸市生まれ。2015 年神戸芸術工科大学クラフト美術学科フィギュア彫刻コース卒業。2017 年新
芸術校標準コース修了。  
フィギュア造形の技法と彫刻表現を融合した独自の制作工程を用い、目に見えないエネルギーや存在を、メ
タ的なクリーチャーとして可視化する制作を行っている。増幅されたイメージと自身を中心とする造形行為を
「嵐」として捉え、命なき存在に宿る生命力や、その悲哀、激情、虚無について思考を重ねている。2023 年、
Iris van Herpen からのオファーを機に、海外の主要な美術館にて作品を発表している。  
また、アーティストコレクティブ GOLEMの作家・企画としても活動し、ゲームや特撮などの視覚文化に由来
する造形言語を批評的に再検討しながら、身体性・物質性・制作態度を軸に、立体造形が芸術としてどの
ように成立し得るのか、その可能性を探る実践を行っている。  
主な個展に『O-M-O-T-E』（Roentgenwerke ／東京／ 2015）。主な企画展に『GOLEM』（3331 Arts 
Chiyoda ／ 東 京 ／ 2022）、『GOLEM Ph1.5』（きらめき彫 刻 祭 ／ 東 京 ／ 2024）、『GOLEM Ph2』
（CONTRAST ／東京／ 2024）、『シーラカンス』（MUMON／東京／ 2025）など。 



蔦本大樹

アーティスト・コレクティブ［GOLEM］のプロダクション兼アーティスト。  
1995年兵庫県生まれ。2020年、神戸芸術工科大学大学院 芸術工学研究科 総合アート＆デザイン専攻修了。  
横浜美術大学クラフトコース助教。  
「時間の痕跡」を主題に、架空考古学の視点から、実在しない古代遺物や失われた文明の断片を想起させ
る立体作品を制作する。古代から受け継がれてきた鋳造技法を用いることで、架空の遺物に物質としての実
在感を与え、金属素材への色上げや表面処理によって、長大な時間を経た物質のようなリアリティを生み出
す。現代の彫刻を、過去あるいは未来から発見された仮説的な遺物として提示し、考古学的想像力と彫刻
的マテリアリティを往還しながら、人類史へのロマンと時間の堆積を、現代における新たな痕跡として再構
成する。  
GOLEM においては、素材の堅牢さや保存性そのものを示すのではなく、時間を超えてなお想像力を喚起
する「痕跡」として位置づけられる。時間の堆積をまとった造形は、展示全体に時間的な奥行きをもたらし、
世界観を一方向に固定しない重要な要素となっている。  
主な企画展に『GOLEM』（3331 Arts Chiyoda ／東京／ 2022）、『GOLEM Ph1.5』（きらめき彫刻祭／東
京／2024）、『GOLEM Ph2』（CONTRAST／東京／2024）、『シーラカンス』（MUMON／東京／2025）など。

中西宏彰

アーティスト・コレクティブ［GOLEM］のアーティスト。  
1993 年大阪府生まれ。2016 年、大阪芸術大学 キャラクター造形学科卒業。  
自然生物が持つ構造や機能に基づく造形美を起点に、有機物・無機物を横断する立体表現を行う。質感の
ディテールや形態の流れに徹底して向き合い、架空の存在でありながら高い説得力を備えたキャラクター造
形を追求している。  
工業素材の持つニュートラルさや人工性をあえて引き受けながら、その内部に潜む空虚さを超えて立ち上が
る「生命らしさ」を彫刻として可視化する点に特徴がある。その表面が幻視させる生命力を通じて、彫刻に
おける生命の根源や身体性を直接的に問いかける。ゲーム会社での制作経験を経て、2022 年に独立。現
在はフリーランスとしてフィギュア原型やゲームキャラクター制作を行う一方、造形作家としてワンダーフェス
ティバルなどで作品を発表している。  
アーティストコレクティブ「GOLEM」の所属作家として、企画展を中心に作品を発表。主な活動に、ワンダーフェ
スティバルへのディーラー参加、企画展に『GOLEM』（3331 Arts Chiyoda ／東京／ 2022）、『GOLEM 
Ph1.5』（きらめき彫刻祭／東京／ 2024）、『GOLEM Ph2』（CONTRAST ／東京／ 2024）、『- META -』
（MUMON／東京／ 2025）など。

タンノハジメ

アーティスト・コレクティブ［GOLEM］のアーティスト。  
1999 年生まれ。2024 年、東北芸術工科大学 映像学科卒業。　  
3D 彫刻ソフトウェア上での造形行為を彫刻的実践として捉え、膨大な作業量と密度によって、重力や物理
法則から解放された空間に形態を立ち上げる。そこでは、俯瞰的かつ静謐な制作態度のもと、神性や崇高
さを帯びたフォルムが緻密に構築されていく。完成した形態を物質世界へと出力することで、デジタル上で
生成された造形が孕む神性や存在感の所在を問いかける。画面内で完結しない造形の運動は、彫刻にお
ける身体性と信仰的感覚の新たな接点を示している。卒業後はクリーチャーを中心に、ゲーム・映像分野で
のキャラクターデザインや商業原型制作に携わる一方、ワンダーフェスティバルなどでオリジナル作品や怪獣
の再解釈的造形を発表。2024 年『GOLEM Ph2』への飛び入り参加を契機に、アーティスト・コレクティ
ブ「GOLEM」の所属作家として本格的に活動を開始した。  
主な活動に、ワンダーフェスティバルへのディーラー参加、企画展に『GOLEM Ph2』（CONTRAST ／東京
／ 2024）、『― META ―』（MUMON／東京／ 2025）など。



米山啓介

アーティスト・コレクティブ［GOLEM］のアーティスト。  
1987 年静岡県生まれ。2010 年、東京造形大学 美術学科 彫刻専攻卒業。　  
キャラクターデザインや原型制作の現場で培った造形技術を背景に、人間の内面に潜む不完全さや歪んだ
精神性を主題とした立体作品を制作する。自身の深層心理に立脚しながら、抑圧や衝動、崩壊といった感
情のエネルギーを、退廃美を帯びた造形へと変換し、彫刻として立ち上げている。また神仏や霊的存在へ
の関心を制作の根源に据え、現実世界を超えた高次の領域への希求を、肉体性と物質性を伴うフォルムと
して可視化する。近年は独自の造形表現をより深く探究しながら、現代における信仰性や祈りの形を問い直
す実践を続けている。  
主な個展に『米山啓介個展』（スパンアートギャラリー／東京／ 2021）。主な企画展に『GOLEM』（3331 
Arts Chiyoda ／東京／ 2022）、『GOLEM Ph1.5』（きらめき彫刻祭／東京／ 2024）、『GOLEM Ph2』
（CONTRAST ／東京／ 2024）など。

森田悠揮

アーティスト・コレクティブ［GOLEM］のアーティスト。   
2014 年、立教大学 現代心理学部卒業。　  
幼少期より日本のキャラクター文化の中で育ち、ゲームや映像分野における3DCGデザイナー／キャラクター
デザイナーとして活動する一方、2019 年より立体作家としての制作を開始。デジタル空間における無限の自
由と、現実世界における厳密な物理的制約とのあいだを往還する行為そのものを、独自の「彫刻」として
位置づけている。長年培った 3DCG 技術を基盤に、神羅万象の循環やデジタル空間の広がりから想起され
る抒情性を、心象的な立体イメージとして結晶化させる。その制作は、イメージが物質へと転位する瞬間に
生じる緊張やズレを内包し、デジタルと物質のアンビバレントな関係を可視化する試みである。国内外での
展示を通じて、造形における身体性と感覚の再接続を探り続けている。  
主な個展に『PURE』（The ANZAI GALLERY ／東京／ 2022）。主なグループ展に『ブレイク前夜展』
（GINZA SIX ／ 東 京 ／ 2024）。主 な 企 画 展 に『GOLEM』（3331 Arts Chiyoda ／ 東 京 ／ 2022）、
『GOLEM Ph1.5』（きらめき彫刻祭／東京／ 2024）、『GOLEM Ph2』（CONTRAST ／東京／ 2024）など。



是非、貴誌・貴社にて御紹介下さいますよう宜しくお願いいたします。
尚、詳細のお問い合わせ等ございましたら、下記までお問い合わせ下さい。

SAI 担当　實久（Sanehisa）
Mobile:        03-6712-5706
Mail:           info@saiart.jp

会場 : SAI（サイ）
住所 : 〒150-0001 東京都渋谷区神宮前 6-20-10 RAYARD MIYASHITA PARK South 3F
時間 : 11:00 - 20:00
※初日の 14 日（金）のみ 11:00 - 17:00
※入場料 : ¥1,000
電話 : 03-6712-5706
メール : info@saiart.jp
Instagram : @sai_miyashita

展覧会情報

Group Exhibition "GOLEM"
会期 : 2026 年 8月 14 日（金） - 8 月 30 日（土）


